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“The Idea of Panentheism" in Ernst Troeltsch * 
Toshimasa YASUKATA 
The purpose of this essay is to clarify "the idea of panentheism" in Ernst Troeltsch. 
In his posthumous Glaubenslehre Troeltsch， who is regarded as the “the systematic theologian 
of the history-of-religions schoolう" developed his own dogmatic system， and in Part Two， ~ 11 
through ~14ヲ he discussed the Christian concept of God. He conceived of God in terms of the 
duality between "essence" (Wesen) and “will" (Wille)ヲ aduality that involves an inner tension 
within the concept of God. According to him，“God is the highest reality. As such he bears al 
tensions within himself. And the tensions are really there! Anything else is a false idea1." His 
idea of God might therefore be called dynamic dipolar theism based on the prophetic-Christian 
personalistic view of God. In any event， he sought to defend his version of Christian theism and 
its personalistic idea of God against monistic pantheism that affirms the One笥and-Allnessof the 
Godhead and the entire universe 
But when he attempted a philosophical explanation of his personalistic dipolar view of God， 
he sought to incorporate it into his own theistic vision of God because he was compelled to ac-
knowledge that there is some truth in pantheism. He boldly attempted to reconcile“what is true 
about theism and pantheism" (die Wahrheitsmomente des Theismus und des Pantheismus) by means 
of the idea of“God's self-replication and self-enrichment" (die Selbstvervielfaltigung uηd Selbst-
bereicherung Gottes). 
What is interesting to me in this connection is， however， that Troeltsch acknowledges that the 
idea underlying his argument is“the idea of panentheism" (必rGedanke des Panentheismus). He 
says: 
The whole of this motley existence is part of the immeasurable divine life， the primal mys-
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tery that finite things are of and in God in every moment of their existence， simultaneously 
identical with and separate from him; products of his will， but not God himself. Beneath al 
this lies the idea of panentheism， as opposed to pantheism. It attests to the way in which 
the being of each and every thing is included in God; but it also attests to each and every 
thing's peculiarity. This particularity will be really overcome， not through recognition that 
the world is an illusion， but rather through surrender. 
As a result of my inquiry， itwill be shown that the idea of panentheism in Troeltsch is an au-
thentic， overwhelmingly important expression of his dynamic dipolar theism. It gives expression 
to the dynamic and dialectical relationship between God and the world. This essay will also 
call attention to a close connection that exists between Troeltsch's idea of panentheism and his 
adhesion to the spiritualistic tradition growing out of the Protestant soil that originates 
eminently from Sebastian Franck and Jakob Boehme. 
事Thisessay is part of the results of my research project that was carried out at the University of 
A ugs burg under the financial aid provided by The J apan F oundation F ellowshi p as well as The 











の創造的意志J(allmachtiger， schopferischer Wille) として特徴づけられる。しかしそこでは意






しかしトレルチによれば，単に「絶対的意志J(der absolute Wille) として捉えられた神は，や
やもすれば「恋意J(Willkur) に堕する可能性がある O ユダヤ教やイスラム教の神観がこのような
傾向を示すのに対して，イエスの説く神は「意志」のなかに同時に「持続的な永遠的，統一的なも
の」を含んでおり，この点においてイエスは預言者思想を超出している，とトレルチはいう O そし









き」である O そこからトレルチは，キリスト教の神思想、を「意志J(Wille) と「本質J(Wesen) 
との緊張に富む「二重性tlにおいて把握する G 彼の見るところでは，I意志」と「本質」とのこの




る意志である O 善は本質の目標であり，意志を前提とする O かくして， I意志」と「本質」は， I善















きわめたものであり， r信仰論』のなかでも最も長大な議論を形づくっている G 彼は預言者的・キ
リスト教的な人格主義的神思想、を死守しようとしつつも，最終的には「有神論と汎神論の真理契
機J(die Wahrheitsmomente des Theismus und des Pantheismus) (6)を認め，両者を「神の自己多
重化と自己豊富化J(die Selbstvervielfaltigung und Selbstbereicherung Gottes) (7)という思想によ
って弁証法的に統合しようと試みている O ところで，われわれにとって興味深いのは，彼がそうし
た思想との密接な連関において，その基礎となっているものを「万有在神論の思想J(der 















































(panentheistische Immanenzidee) についての語られている O ここでは「万有在神論」が「内在の




おけるこの概念を分析する上で特に重要である O しかも， I内在的有神論ないし万有在神論」




「内在的有神論」となっているだけで， Iないし万有在神論Jの語句は欠けている O つまりこれは一
九一三年の時点での加筆であることがわかる o
以上の限られた用例だけから結論を下すのは早計すぎるが，少なくともここからは以下のことが
















由J(die sit1iche Freiheit)から神を捉える O
























おいてはもはや不可能である O それに対してトレルチが主張するのは， I空間的でも時間的でもな
い，内的な性質の二元論」凶である O 彼は次のように言う O
「それに対して，われわれは空間的でも時間的でもなく，内的な性質の二元論を考える。それは




























上述の引用筒所からも明らかであるが， トレルチのいう「内的な性質の二元論J(der Dualismus 
innerer N atur) は，預言者的・キリスト教的人格神論(有神論)の基本的大前提(神と世界の二
元論)に立ちながら，近代的世界感情に遍くゆきわたっている汎神論的・一元論的方向性を部分的
に承認し，両者を統合しようとするところに成立するものであり，これは彼が別の論文で用いてい
凶る「世界に内在的な二元論J(der der Welt immanente Dualismus) という概念とほぼ同義のもの













で成立することがわかる O 言い換えれば， r有神論と汎神論の真理契機」をダイナミックに総合し
ようとする試みが， r万有在神論の思想、」を要請するのである O だが，それでは「有神論の真理契
機」とは何か? また「汎神論の真理契機Jとは何か?
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時に， r永遠的本質」と名づけ得る持続的・統一的性質を兼ね備えていることを説く O それは神概
念における「意志の本質を強調し，その中に本来の本質的核心を探し求める」例。同語反復的では












tigkeit) という概念を用いる or有ペルソナ的な神理解J(die personfafte Auffassung Gottes)闘は，






















ある O トレルチはそのようなものとして，スピノザ，後期シェリング，ハルトマン， ドレウス，ワ
ーグナー，ヘッケルなどの思想、に言及している O
トレルチによれば， r汎神論の特質は，神が無制約的なー者であり，それに対してそれぞれの個































めに， 生き生きとした愛の意志、を被造物のなかに注がれる O 神の有ペルソナ性は，有限的精神とし
ての人聞が神の本質を反映するために， ペルソナをもった人格性となることを要求する。そのため
には人間は高次の生へと突破しなければならない。 トレルチはそれを「高生J(Hohergeburt) と
名づけているが， それはともあれ， これは人聞が神と一つになることによってのみ可能である。 し
たがって，神の有ペルソナ性は人間の「神形化J(Theomorphisierung)附を要請する。
だが，有ペルソナ的な愛の思想、はそこにとどまることはできない。それはさらに深く「神の自己
自身への還帰J(Ruckkehr Gottes zu sich selbst) fl71という思想へ， そしてついには「神的生命の生
長という思想」へと至らざるを得ない。 トレルチによれば， I神形化」の思想は「神的生命の成長
という思想，すなわち，絶えず新たに生じてくる精神的生命を通して絶えず神が自己増加するとい
う思想， をさらに含んでいる」へ トレルチは以下のように述べている Q
「われわれが聖なる愛の概念を極限まで追跡するとき， われわれは次のような思想を眼前にする O
すなわち，神は被造物を御自身へと呼び寄せることにより，被造物自身の労働を通して，自ら成長
し増大される， という思想である O かかるテーゼは絶対に避け難いものである O 神の生命に或るも
のがつけ加わり， しかもつねに新たにつけ加わる O 神はまさに成長するもののうちにいます。神的
生命の拡大を否定する汎神論に対して， これをもつことは有神論の論理的な帰結である O 神は有限
的精神を教育して自らの協力者に仕立て上げられるのであるが，世界の倫理化と精神化は， こうし

































とである o 必ずしもよく知られているとは言い難いが， トレルチが「わたしのテーゼJ(meine 
These) と呼んで、いるものの一つに， I学問的思想建築における近代の宗教哲学と神学は，ルター
の客観的な言葉と権威の神学よりも，そして啓蒙主義の自然神学よりも，スピリチュアリスムスに
はるかに近いl1lというものがある O 彼によれば， Iこの認識は近代的思惟の理解にとってこのうえ
なく重要」なものであり，わけでもセパスティアン・フランクは，宗教改革期のスピリチュアリス
ムスの「最も才気に富み人間的に無限の魅力をもった代表者」問であり，霊と神的火花とに関する


























る彼の形而上学的思想といかなる関係を有するか， という問題である O トレルチが白らの歴史哲学
の大前提として， I絶対的なものの，ある生命的プロセス」をその基礎に据えたこと，あるいは歴
史哲学の中心的問題を解決するために， I歴史的な修正を施されたモナド論」を打ち出したことは


























における意志と本質との間の内的緊張である O トレルチは， r緊張を構成する二つの契機によって，
この緊張そのものを最高に高めたのは，まさにキリスト教的神概念の際立った特質である」同と言
い，世界のうちにあるあらゆる緊張を，最終的には， r神的生命の内部における緊張」制にまで遡源
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